













Why do countries in the Persian Gulf import natural gas ？










　　　Why do countries like Iran, UAE, Oman in the Persian Gulf which have had much reserves 
in natural gas in the world ,import natural gas?  The aim of this research is to address this 
question.  This research focuses on the “Dolphin Project” which means that UAE imports natural 


























そして次の第 3 節では，湾岸産油国の中で UAE に焦点を当てて，この国にカタール産天然ガスを供給






表 1　パイプライン経由の世界の天然ガス貿易（2007 年，10 億立方メートル）









































出所：BP Statistical Review of World Energy, Jun.2008　　　　
　この２つの輸送方法のうちパイプラインに注目しよう。表１はパイプライン経由で天然ガスを購入し
ている輸入国上位 10 カ国，輸入量そしてその輸入相手国，輸入量の多い上位 2 カ国を見たものである。



































　表２を見て欲しい。この表は 2007 年時点（天然ガス確認埋蔵量は 2007 年末時点）の湾岸諸国にお
ける天然ガスの確認埋蔵量，生産量とそれぞれの世界におけるシェアを示している。2007 年末時点で，
サウジアラビア，イラン，イラク，クウェート，UAE の５ヶ国だけで全世界のそれの 57％４）を占めて




UAE がそれぞれ世界第２位から第５位を占めている。これら 4 カ国の天然ガス確認埋蔵量はそれぞれ，



















































　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出所：BP Statistical Review of World Energy,Jun.2008
　次に，これら湾岸諸国の天然ガス生産量に目を転じてみよう。上述した 8 ヶ国のその合計生産量は，
3450 億立方メートルで，世界全体のシェアは 11.7% である６）。天然ガス確認埋蔵量の比率の大きさの割
には生産量が少ないとはいえ，イランの生産量はロシア（20.6%），アメリカ（18.8%），カナダ（6.2％）
に次ぎ世界第 4 位（3.8%），サウジアラビアのそれは世界第 7 位（2.6%）である。また，カタールは世









表 3　パイプライン経由の中東の天然ガス貿易（2007 年，10 億立方メートル）













出所：BP Statistical Review of World Energy,Jun.2008





表 3 にあるように，2007 年には 610 億立方メートルの天然ガスを輸出している。
　UAE はオマーン産天然ガスを 2003 年から輸入を開始し，2005 年，2006 年にピークの 14 億立方メー
トル８）輸入している。その後，2007 年の輸入量は 9 億 5000 万立方メートルに減少した９）。これはこの
後説明するように，UAE がカタール産ガスの輸入を開始したことが原因であると考えられる１０）。UAE
はカタール産天然ガスを 2007 年から開始した。輸入量は 8 億立方メートルである１１）。
　この他，隣国のアルジェリアから 2007 年に 13 億立方メートルの輸入をしているチュニジアや同様に






































　それは故 Zayed Bin Sultan Al Nahayan 氏のビジョンが実を結んだもので，また，Khalifa Bin Zayed 








から UAE 中の公共事業，工業，消費者まで日量 20 億立方フィートまでの精製された天然ガスを供給









　以上において，Hamdan Bin Zayed Al Nahayans 氏のメッセージを紹介してきたが，これをベース
に，ドルフィン・プロジェクトについて以下でまとめておこう。ドルフィン・プロジェクトはカタール
のノース・フィールドガス田のガスをラスラファンにて加工した後に，中東最長で最大の海底パイプ
ラインを経由して UAE に輸出することが中心である。このパイプラインの UAE 側の受け入れ基地は
タウィーラである。ここから UAE 国内は陸上のパイプラインで天然ガスが分配される。天然ガスの供
給量は 2008 年初頭時点で日量 20 億立方フィートである。2008 年にはオマーンへの輸出が開始される。
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　第二に，オマーンへのガス供給に関してである１８）。ドルフィン・エナジーの senior officials によれば，
オマーンは現在，ドルフィンのガスパイプラインプロジェクトから日量で契約された 2 億立方フィート
のガスの全量を受け取っている。オマーンへのガスの輸送は，2005 年 9 月にドルフィン・エナジーと
オマーン石油会社によって調印された gas sales agreement（GSA）に依拠している。エネルギー量では，
その数量は石油換算で日量 3 万 3000 バーレルである。
　ドルフィン・エナジー・カタールのゼネラル・マネージャーである Adel Ahmad Al Buainain 氏に
よれば，オマーンはガス供給が開始された 2008 年 10 月には当初 1 億 3000 万立方フィートを受け取っ
ていたが，後に全量に引き上げられた。また，ドルフィン・エナジー・UAE のゼネラル・マネージャー
である Ebrahim Ahmad Al Ansari 氏によれば，カタールは 2012 年まで新しいガス供給に関する覚書
を提示した。
　第三に，UAE，オマーンに供給される天然ガスの需要者に関してである１９）。ガスの顧客は，
ADWEC（Abu Dhabi Water & Electricity Company），DUSUP（Dubai Supply Authority），OOC
（Oman Oil Company）である。これらの企業と調印されたガス販売協定は，今後 25 年間にこれらの
機関に対するドルフィン・エナジーの天然ガスの合意された数量の供給，販売を確保している。これら
の顧客の日量契約量は平均で次の通りである。
ADWEC：7 億 8800 万立方フィート
DUSUP：7 億 3000 万立方フィート












　第一に，UAE の人口増大である。この国の人口は 1975 年にほんの 50 万人に過ぎなかったが，30 年
後の 2005 年には 410 万人に増大した。この 30 年間に人口は 8 倍以上となったのである。この間の年平
均人口増加率は 6.8% である２0）２1）。イランのそれ（2.4%）２2）やアラブ諸国全体のそれ（2.6%）２3）と比較
すれば，その高さは際立っている。人口の高い成長率は第一に自然増加率，第二に社会増加で説明出来
る。第一の点については，この国の合計特殊出生率が 1970 － 1975 年に 6.4 ２4）と高かったことと 2000
－ 2005 年になってもなお 2.5 ２5）と相対的になお高いことが挙げられよう。
　このような人口の急増は，水，電力などの基本的なライフラインに対する今後の需要急増に結びつい
ていくであろう。ADWEC（Abu Dhabi Water and Electricity Company）の senior official によれば，
アブダビのピーク時の電力需要は，各部門の需要増によって導かれ，2030 年には 304% 増の 2 万 3554
メガワットになると見込まれる２6）。また，同社のplanning and studies director である Keith Miller 氏
によれば，2008 年のピーク時の電力需要は 5830 メガワットで，2007 年の 5286 メガワットから 10.29%
増になると見込まれる。同氏は「アブダビの発電の90%以上は天然ガスで，液体燃料が残りを占めている」
「2007-2030 年の間に，ピーク時の電力需要の成長率は年平均 6.7% と見られる」「1990 年から 2007 年ま
でのピーク時の電力需要年平均成長率は，7.6% である」２7）とも発言している。
　UAE の他の首長国に目を転じれば，同氏は，2007 年のピーク時の電力需要で，ドバイは 4730 メガワッ
ト，シャルジャは 1557 メガワット，その他の北部の首長国は 168 メガワットであったと述べた２8）。
　一方，同氏によれば，アブダビの 2008 年の海水淡水化能力は，年率約 22% 増の日量 6 億 8300 万ガ
ロンになると見込まれている。2007 年にアブダビでのピーク時の水供給は日量 5 億 6000 万ガロンであ
る。2030 年には，ピーク時の淡水化水の供給は，日量 12 億 1500 万ガロンになると予測される 29）。


















出所：BP Statistical Review of World Energy,Jun.2008 より筆者計算
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　中東の湾岸諸国では，原油は輸出向けで外貨を稼ぐための手段とし，天然ガスは国内の 1 次エネルギー
源としている国が多いが，カタール，UAE，イランが上位に来ている（表 4 参照）。この他，10 位の
圏外ではあるが，クウェートは 44.5％，サウジアラビアは 40.8％となっており 40％を超えている。
























ジャーである Khaled al-Awadi 氏は，「発電，海水淡水化需要は今後 10 年で倍増するであろう」「ドバ
イは 2010 年までにトータルの発電能力に日量 17 億立方フィートのガスが必要な 5000 メガワットを追
加し，アブダビは今後 5 年間で 1 年当たり日量 6 億 5000 万立方フィートのガスが必要な 2000 メガワッ
トを追加するであろう」「さらなる追加的な需要がセメント製造企業，アルミニウム，鉄鋼製練，セラミッ
ク工場，その他工業関係者から見込まれている」「2020 年までには，ガスの日量需要量が平均で 200 億
立方フィートとなり，その時にトータルの供給量はその半分である」32）と述べている。そして，この
ような不足に対応するために，同氏は UAE がガスを燃やす発電への依存を減らすための代替的なエネ













　１．BP Statistical Review of World Energy,Jun.2008. 後掲の表 1 を参照。
　２．BP Statistical Review of World Energy,Jun.2008.
　３． なぜこのような貿易パターンが見られるのかは，本稿の範囲を超えるので言及しないが，改めて
検討したい。
　４．BP Statistical Review of World Energy,Jun.2008．
　５．BP Statistical Review of World Energy,Jun.2008．
　６．BP Statistical Review of World Energy,Jun.2008.
　７．『日本経済新聞』1995 年 9 月 7 日号。
　８．BP Statistical Energy of World Energy，Jun.2006，Jun.2007.
　９．BP Statistical Energy of World Energy,Jun.2008．
１０． カタール産のガス供給が 2008 年に軌道に乗るまで，パイプライン経由でオマーン政府はドルフィ
ン・エナジーに対して日量 1 億 3500 万立方フィートのガスを供給することで同意しており，オ
マーン産ガスの最初の供給は，2004 年 1 月に UAE のアル・アインに輸送された。Middle East 
Economic Digest,Feb.27-Mar.4,2004。
１１．BP Statistical Energy of World Energy，Jun.2008.
１２． 外資の導入によって，ガス田開発を行おうとする機運が 1998 年以降強まり，2003 年，2004 年に
相次いで，シェル，中国石油化工などの権益獲得をもとに，探査活動が行われている。
１３．Middle East Economic Digest，Nov.14-20,2008,p.45.
１４．この他，前述したように，クウェートとカタール間のガス・パイプラインがある。
１５．DolphinSight,Oct.2007,p.2.
１６． 以下の記述は，ドルフィン・エナジーの出資比率に関する説明を除いて，Middle East Economic 
Digest，Mar.23,2001 に依拠している。
１７．Middle East Economic Digest,May.14-20,2004.
１８．以下の記述は Gulf News（電子版）,Nov.4,2008. に依拠している。




２０．Human Development Report 2007/8.
２１． また，UAE の人口は 2015 年には 530 万人，2005-2015 年の年平均成長率は 2.5% になると見込
まれている。Human  Development  Report 2007/2008。
２２．Human Development Report 2007/8.
２３．Human Development Report 2007/8.
２４．Human Development Report 2007/8．
２５．Human Development Report 2007/8．





３０．BP Statistical Review of World Energy,Jun.2008.
３１．http:www.emarat.ae/
３２．Middle East Economic Digest,Mar.14-20,2008,pp.45-47.
３３．Middle East Economic Digest,Mar.14-20,2008,pp.45-47.
３４．Gulf News（電子版），Jan.21,2008，詳細については稿を改めて取り上げることにしたい。
３５． 英語雑誌の The Times,May.19,2008 によれば，アブダビの国営エネルギー企業である Taqa は石
炭を燃焼する 5 億ポンドの電力プラントにおいて半分の権益を有することを計画している。一方，
Dubai Electricity and Water Authority（DEWA）はクリーンな石炭プロジェクトを 2008 年
に開始することを望んでいる，と報じられている。
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